
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共に過ごす価値 

                          
 本年度、保護者の皆様の温かいご協力とご理解があり、３年ぶりにスキー学習会を実施できました。

幸田中学校のスキー学習会は、平成２１年度に始まりました。今の校長先生と教頭先生が学年を組ま

れた際にスタートした行事です。 

 私も幸田中に赴任した年に２年生に配属されました。奇しくも今の校長先生と同じ学年で一緒にス

キーの指導に当たったことを懐かしく思います。ちなみに私は今回で４回目の実習でした。 

 スキー学習会は、コロナ禍の影響と以前使用していた施設の故障問題もあり、なくなりそうな行事

の一つでした。しかし、私はこの行事はできる限り実施したいと考え、昨年度から再開の準備を進め

てきました。２年生の３学期は、３年生を送る会を中心となって創り上げる大変忙しい時期です。し

かし、その中であってもスキー学習会には大切な三つの価値があると私は考えます。 

  ①一緒に過ごす時間 

   みんなで同じ体験をし、同じ時間を過ごす。仲間との濃密な時を過ごすことができます。部屋

での恋バナは定番ですね。 

  ②互いに支え合い達成感を得られること 

   初心者の生徒も上級者の生徒も、インストラクターの指導でどんどん上達していきます。転ん

では起きる、失敗して練習する。仲間と声をかけ合いうまくできるまでやります。 

  ③出会いがあること 

   宿泊施設の方々、インストラクターの方々。外の人から評

価を受けます。自分たちの頑張りや姿を認めてもらえる機会

です。 

 毎回、スキーレベルの調査をします。今回も、実習班を考える

にあたり、実技レベルの調査を行いましたが、８割近くの生徒が

未経験者でした。外出が自粛されていた影響もあったのでしょう

か、以前よりも多かったです。また、先生方にも、スキー初心者

という方もいらっしゃいます。生徒と一緒に学びながら、何度も転んでは起きて上達していきます。

２日目には全ての班がリフトを利用し、何度も滑りを楽しんでいました。 

 ２日目の夜には立志式を企画し、生徒たち全員が自分の決意を伝える場を設けました。以前からあ

るものですが、成人年齢も引き下げられた今、決意を伝える価値を強く感じました。家族と離れ、自

分を見つめ直す時間は有意義で、自分自身に大きな種を植えた瞬間でした。 

 実習最終日には、滑り慣れ、もっと滑りたいと言う声がたくさん聞こえる中、成果として生徒たち

のデモンストレーションを計画しました。どの班も立派に滑られるようになり、経験者の班は、かっ

こいいフォーメーションを披露しました。満足げな表情は輝いていました。 

 また、今回初めての出来事がありました。それは、食事です。入学以来、給食は前向きで黙食でし

た。しかし、今回、向き合って会食ができました。パーテーションで仕切られていましたが、会話を

楽しむ席もありました。以前は、当たり前だった光景に、何だか胸が熱くなってしまいました。やは

り、食事はみんなで楽しく食べるのがいいと改めて感じました。 

 久しぶりにスキー学習会を実施でき、改めてその良さと、価値を見つめ直すことができました。残

念ながら体調を崩して参加できなかった生徒もいます。修学旅行では、みんなで行き、一緒の時間を

共有できることを願っています。 
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＊＊顕彰記録＊＊ 

○第２２回毎日パソコンコンクール 

（１２／１８） 

和文A中学生の部  

文部科学大臣賞・PFU賞  

○愛知県アンサンブルコンテスト 

西三河北地区大会（１２／２６） 

金 賞 打楽器五重奏   

銀 賞 金管八重奏 サクソフォン四重奏 

○第６８回青少年読書感想文愛知県 

コンクール     （１／１０） 

優良賞  

○第３４回読書感想画愛知県コンクール 

（１／１５） 

佳 作  

○第４５回幸田町新春駅伝大会（１／２２） 

中学生男子の部 第１位 幸田中A  

第２位 幸田中B   

中学生女子の部 第１位 幸田中A  

第３位 幸田中B 

○第５５回岡崎市剣道選手権大会 

（１／２９） 

中学生２年女子の部 第１位  

○中部日本個人重奏コンテスト 

西三河北地区大会（２／５） 

 金賞 アルトサックス  

     →県大会出場 

    フルート  

銀賞 木管六重奏 

 銅賞 フレキシブル四重奏 

○第２９回幸田町小中学校文化賞 

（２／６） 

 

 

「後輩へ」２組  

 １、２年生のみなさんは僕たち

３年生の練習の手伝いや、試合の

応援などをしてくれました。僕た

ちが先輩らしい行動で部活動を

引っ張れなかったとき、２年生の

頑張っている姿を見て、たくさん

勇気をもらいました。最終的に頼

れる先輩になれたかは分かりま

せんが、１、２年生が支えてくれ

たからこそ、強いチームになれた

と思います。夏の大会まであと数

か月ですが、後悔のないように全

力で頑張ってください。 

「地域へ」３組  

毎朝の交通立ち当番では、笑顔

であいさつをしてくださり、気持

ちよく安全に登校できました。ま

た、ライジングサンプロジェクト

では、たくさんの方が見に来てく

ださりとても嬉しかったです。地

域の方に笑顔や元気を届けられ

る機会ができてよかったです。三

年間安全に過ごすことができた

のは、地域の方のおかげです。三

年間で身に付けた知識を生かし

て、進学先でも頑張っていきま

す。 

「感謝」１組  

小学校卒業前に休校となり、中

学校生活は休校から始まりまし

た。新型コロナウィルスの影響を

受けましたが、楽しい三年間を過

ごすことができたのは、先生方の

おかげです。工夫して行事を行っ

てくださり、コロナ禍だからこそ

の思い出もできました。先生方か

ら学んだことを胸に、それぞれの

道で頑張ります。いつか胸を張っ

て先生方に会える大人になりま

す。三年間本当にありがとうござ

いました。 

「ありがとう」４組  

休校から始まった中学校生活が今終わりを迎え
ようとしています。長いようで短い三年間、毎日
が本当に楽しくて「学校に行きたい」と思えたの
もみんながいたからです。元気で明るいこの学年
でよかった。私たちは九年間の義務教育を終え、
自分自身で決めた道へと進んでいきます。ここか
ら先は自分で決め、責任感をもち行動しないとい
けません。三年間で培ったことを生かし、それぞ
れの道を歩んでいきましょう。そして、大人にな
ってまた会える日を楽しみにしています。 

「ありがとう」５組  
中学３年生という最高学年になり、行事など全体

の活動をリードしていくことが多くなりました。体
育大会の団活動では、私はダンスの係を担当しまし
た。計画を立てる際に体調を崩してしまい完璧にす
ることができませんでした。練習を積み重ねていく
上で動きが難しくなったり、変更をたくさんしたり
しました。でも、１、２年生のみなさんは指示を聞い
てくれて最後まで支えてくれました。思った以上に
大変でしたが、一生懸命ついてきてくれて成功させ
ることができました。１、２年生のみなさんありが
とうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年４組  

今回は予告なしの避難訓練でちょうど武道場を出

るところで起こりました。自分はとっさに外へ出て

シェイクアウトの姿勢をとりましたが、中にいるべ

きか外にいるべきか迷っている人がいました。その

人に対して「外へ出て！」と声をかけている人がい

て、冷静に判断する力も大切だけど、仲間を思いや

ることも大切だなと思いました。自分の命が最優先

だけれど、守られる人から守る人になるためには、

仲間を思いやる力が必要だと思いました。 

１年１組  

 団の活動や部活動でとて

も優しくしてくれた３年生。

３年生は、いつも一生懸命に

取り組むかっこいい姿を見せ

ていただきました。少しの間

でしたが、大変お世話になり

ました。だから、感謝の気持ち

を込めた送る会にしたいで

す。また、送る会では１年生全

員で協力し、３年生たちが「自

分たちがいなくても大丈夫だ

な」と安心してもらえるよう

な姿を見せたいと思います。  

２年3組  

初めてスキーに挑戦したので、

初日はゲレンデを歩くことすら

一苦労でした。しかし、インスト

ラクターさんに丁寧に教えても

らい、仲間と声を掛け合うことで

少しずつ滑ることができるよう

になりました。そして、緊張して

いたスキーが楽しくなってきま

した。普段あまりかかわらなかっ

た子や、リフトから降りる手伝い

をしてくれたスタッフの方と話

をすることができ、スキーを通し

て人とのつながりを実感するこ

とができました。スローガンの

「雪をとかす熱い時間」を過ごす

ことができたと感じました。  

２年５組  

僕は、以前にもスキーの経験

があったため、今回は上級コー

スからスタートしました。２日

目からは、最終日に披露するデ

モンストレーションの練習が始

まりました。隊形を組んでみん

なで滑るときには、仲間と息を

合わせ、声を掛け合って協力す

ることがとても大切でした。本

番は、練習の成果を出すことが

できうれしかったです。今回経

験したことは、スキーだけでは

なく様々なところで大切なこと

だと思います。最高学年に向け

てみんなで協力することをこれ

からも意識していきたいです。 

２年２組 

私が教えてもらったインスト

ラクターさんは、インストラク

ターの校長先生で、指導がとて

も厳しかったです。しかし、そ

のおかげで、これまでできなか

ったパラレルターンを使って止

まることや曲がることができる

ようになりました。どんどん技

術が向上していき、楽しくスキ

ーを滑れるようになりました。

これも、教えてくれる人がいな

いと、できなかったことです。

だから、今後も教えてもらうこ

とを当たり前と思わず、教えて

もらった人に感謝していきたい

です。  

２年４組  

僕が立志式を通して成長できたと思うことは、人

のために動こうと意識したところです。僕は立志式

の実行委員になりました。学年全員で行う行事を運

営するため、仲間のために動くことを意識して行動

することができました。学年の仲間が立志式を通じ

て、「やってよかった」と思えるように、実行委員

の仲間と時間を掛けて計画を立てました。当日、学

年制作を披露したときに、全員で一つのものを創っ

たという嬉しさと感動を味わいました。立志式を通

して、大事にしたい人のために動くということを、

普段の生活から生かすようにしたいです。  

２年１組  

私は、立志式を通して、自分の夢や目標につ

いて改めて考えることができました。また、今

まで支えてくれていた人に感謝の気持ちをもつ

ことや、自分の将来について考え直すこともで

きました。今まで、何となく過ごしていた自分

を変えるためにも「心を改めていこう」と強く

思いました。 

立志式はこれからの自分のことを考える良い

きっかけになりました。立志式で抱いた思いを、

これからの学校生活、将来の自分に生かしたい

です。  

１年５組  

今回の訓練は予告なく行ったので、本当に地震が

きたときにどう行動するかが試されたと思いまし

た。本当に地震がきたときには、怪我をする人もいる

と思いますが、教頭先生がおっしゃっていたように、

自分の命を一番に行動することを間違えてはいけな

いと思いました。自分が助けてあげられなくても、先

生を呼ぶなどできることはあるので、しっかり判断

できるようにしていきたいです。今日の訓練を生か

して、自分の命を守れるようにしたいです。 

１年２組  

 僕は３年生を送る会でと

にかく３年生に笑顔を届けた

いと思っています。そして、幸

田中学校のみんなが楽しめる

会にしたいです。送る会の僕

たちの姿を見て、「この子たち

なら大丈夫」と思ってもらい

たいです。送る会の練習だけ

でなく、挨拶や整理整頓など、

小さなことにまず力を入れて

いき、後輩のお手本になれる

ような自分に成長できるよう

に頑張りたいです。 

１年３組  

部活動ではいろいろなこと

を教えてもらいました。これ

からは「私たちが中学校を支

えていける」と思ってもらえ

るようなかっこいい姿を見せ

たいです。そのために１年生

の出し物など、力を入れたい

です。また、待っているときの

姿勢なども大切にしたいで

す。笑顔や感謝、これからのエ

ールを送ることができるよう

に、三つの「ミツ」を大切に最

高の送る会にしたいです。 


